
第
1
6
5
回
中
央
委
員
会

2024春闘勝利と能登半島地震からの復興を

物価上昇を上回る
持続的な賃上げの獲得へ

自
治
労
は
1
月
29
〜
30
日
の
2
日
間
、
第
1
6
5
回
中
央
委
員
会
を
東
京
で
開
催
し
、
2
0

2
4
春
闘
方
針
や
能
登
半
島
地
震
の
復
興
支
援
、
分
権
・
自
治
を
守
る
た
た
か
い
な
ど
、
当

面
の
闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。
参
加
者
は
、
対
面
参
加
の
中
央
委
員
・
傍
聴
者
、
ウ
ェ
ブ
傍

聴
者
の
合
計
5
5
0
人
。組
合
員
の
賃
上
げ
期
待
を
背
負
っ
た
2
0
2
4
春
闘
が
始
動
す
る
。

能登半島地震の犠牲者に黙とうを捧げる参加者

冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
黙
と

う
し
、
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲

者
を
追
悼
し
た
。
続
い
て
、
石

上
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
（
要

旨
、
左
）
を
行
っ
た
。

議
事
1
日
目
は
、
本
部
が
一

般
経
過
報
告
、
2
0
2
4
自
治

体
確
定
闘
争
総
括
（
案
）、
2

0
2
4
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

総
括（
案
）、
2
0
2
4
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
中
間
決
算

報
告
、
監
査
報
告
を
報
告
。
こ

れ
に
か
か
わ
り
12
県
本
部
の
中

央
委
員
が
発
言
し
た
。

現
業
職
場
の
新
採
獲
得
（
新

潟
）、2
0
2
3
確
定
闘
争
の
成

果
（
岩
手
・
新
潟
・
山
梨
）、会
計

年
度
任
用
職
員
を
め
ぐ
る
取
り

組
み
の
成
果
と
課
題
（
岩
手
・

新
潟
・
兵
庫
）、一
時
金
未
払
や

給
与
制
度
運
用
基
準
改
悪
に
対

す
る
闘
争
（
長
野
・
山
梨
）、診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
お

け
る
組
織
内
議
員
と
の
連
携
の

要
請
（
長
野
）、不
当
労
働
行
為

の
地
労
委
闘
争
勝
利
の
報
告
と

国
保
シ
ス
テ
ム
の
費
用
負
担
に

関
す
る
取
り
組
み
（
大
坂
・
山

口
）、岡
山
済
生
会
総
合
病
院
従

業
員
労
組
結
成
（
岡
山
）、水
道

検
針
員
に
か
か
る
労
働
協
約
の

地
域
的
拡
張
適
用
の
実
現
（
福

岡
）、
確
定
闘
争
の
要
求
書
未

提
出
単
組
へ
の
対
応
の
強
化

（
大
分
）、競
合
単
組
対
策
の
強

化
（
熊
本
）、不
適
切
保
育
報
道

に
対
す
る
取
り
組
み
（
徳
島
）

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
部
が

第
1
号
議
案
・
2
0
2
4
春
闘

方
針
（
案
）、
第
2
号
議
案
・

当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）、
第

3
号
議
案
・
規
程
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
を
提
案
し
、
2

日
間
に
わ
た
り
質
疑
・
討
論
を

行
っ
た（
2
・
3
面
に
議
案
の
主

な
質
疑
・
討
論
）。い
ず
れ
の
議

案
も
圧
倒
的
多
数
の
中
央
委
員

の
賛
成
を
得
て
可
決
さ
れ
た
。

最
後
に
、
被
災
自
治
体
へ
の

全
力
の
支
援
、
2
0
2
4
春
闘

の
勝
利
、
地
方
自
治
を
守
る
取

り
組
み
な
ど
の
「
闘
争
宣
言
」

を
採
択
し
、
石
上
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

春
闘
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
2
0
2
4
春
闘

が
本
格
的
に
始
動
す
る
。

1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
能
登

半
島
地
震
」
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
害

に
あ
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
1
月
29
日
は
自
治
労
結

成
か
ら
70
周
年
の
節
目
に
あ
た
り

ま
す
。
自
治
労
結
成
の
原
点
に
立

ち
、
地
方
自
治
・
地
方
財
政
の
確

立
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
は
か
る
決
意
を
、
皆
さ
ん
と
確

認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
4
春
闘
は
、
物
価
高
騰

を
上
回
る
持
続
的
な
賃
上
げ
を
実

現
で
き
る
か
の
重
要
な
た
た
か
い

で
す
。
自
治
体
は
発
注
者
と
し
て

労
務
費
の
適
正
な
転
嫁
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
労
働

者
の
生
活
の
安
定
は
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
民
党
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
は
、
自
民
党
政
治
を
根
本
か

ら
変
え
る
た
め
に
は
政
権
交
代
し

か
な
い
こ
と
を
明
ら
に
し
ま
し

た
。
政
治
に
信
頼
を
取
り
戻
し
、

政
治
を
変
え
る
た
め
、
立
憲
民
主

党
に
は
働
く
者
、
生
活
者
の
立
場

で
、
自
民
党
に
対
峙
し
て
い
く
こ

と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

第
27
回
参
院
選
闘
争
で
は
、
自

治
労
は
現
・
自
治
労
組
織
内
参
議

院
議
員
の
岸
ま
き
こ
を
再
び
、
立

憲
民
主
党
か
ら
擁
立
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
自
治
労
の
政
策

の
実
現
と
現
場
の
最
前
線
で
奮
闘

し
て
い
る
組
合
員
の
声
を
国
政
に

届
け
る
た
め
に
も
、
2
0
2
5
年

7
月
の
参
議
院
選
挙
に
む
け
、
岸

ま
き
こ
の
名
前
・
活
動
・
想
い

を
、
組
合
員
1
人
ひ
と
り
に
広
げ

る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

委員長あいさつ

石上 千博 持
続
的
賃
上
げ
と
労
務
費
の
価
格
転
嫁
で

労
働
者
の
生
活
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
を

中央執行委員長

被災自治体職員の
健康確保など知事に要請
石上千博委員長は2月11日、石川県庁を訪れ、
馳浩知事と会談。能登半島地震で被害の大きかっ
た自治体では、職員が自らも被災しながら、復旧・
復興業務に従事していることから、心身の健康確
保や時間外手当等の適切な支給などについて対応
を要請した。
これに先立ち石上委員長は10日、穴水町、輪島
市、能登町、珠洲市、11日には七尾市の各市町を
視察。それぞれの首長らと会談した。

要求書提出ゾーン 2月7日水～15日木
統一交渉ゾーン 3月11日月～14日木
全国統一行動日 3月15日金

自治労2024春闘スケジュール

馳知事（右）に石上委員長が要請

石上委員長、奥能登を視察

ご意見
フォーム自治労HP
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第
1
号
議
案

主な

第
2
号
議
案

2
0
2
4
春
闘
方
針（
案
）

2
0
2
4
春
闘
は
、
連
合
方

針
を
は
じ
め
、
経
営
側
も
賃
上

げ
の
方
向
性
を
示
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
労
働

組
合
と
し
て
は
、
ど
れ
だ
け
の

賃
上
げ
幅
を
勝
ち
取
れ
る
か
、

そ
し
て
、
根
本
的
な
低
賃
金
構

造
を
解
消
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

が
重
要
だ
。
最
低
限
、
物
価
上

昇
を
上
回
る
賃
上
げ
に
こ
だ

わ
っ
た
闘
争
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
賃
上
げ
に
つ
な
が

る
価
格
転
嫁
が
焦
点
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
自
治
体
も
、
人

件
費
の
一
部
で
あ
る
労
務
費
や

原
材
料
費
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

が
進
ん
で
い
な
い
。
社
会
全
体

で
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
転
換
を
強
く

推
し
進
め
る
。

自
治
労
2
0
2
4
春
闘
で

は
、
今
一
度
原
点
に
返
り
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
私
た
ち

が
「
春
闘
に
取
り
組
む
意
義
」

の
共
有
化
を
強
め
る
。
地
方
公

務
員
の
賃
金
は
、
民
間
労
働
者

の
賃
金
が
重
要
な
決
定
要
素
と

な
る
こ
と
、
さ
ら
に
私
た
ち
の

賃
金
が
公
務
員
準
拠
の
地
場
賃

金
に
強
く
影
響
す
る
関
係
性
を

理
解
し
、
地
域
全
体
で
底
上
げ

を
図
る
運
動
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
職
場
改
善
に
む
け
た

「
1
単
組
・
1
要
求
」
や
人
員

確
保
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
な
ど
の

5
点
の
重
点
課
題
を
設
定
し

た
。
こ
れ
に
加
え
、
函
館
大
会

で
確
認
し
た
「
第
6
次
組
織
強

化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計

画
」、「
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
計
画
」
の
取
り
組
み
を

春
闘
期
か
ら
実
践
し
、
組
織
強

化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

各
単
組
に
お
い
て
は
、「
あ

な
た
の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
す
べ
て
の

組
合
員
が
困
り
ご
と
、
不
安
・

不
満
を
声
に
出
す
機
会
を
作
っ

て
職
場
課
題
を
洗
い
出
し
、
要

求
書
を
ま
と
め
、
当
局
と
交
渉

を
行
っ
て
い
く
。
春
闘
を
「
1

年
の
た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト
」

と
し
て
位
置
づ
け
、「
単
組
独

自
の
ゆ
ず
れ
な
い
基
準
」
を
設

定
し
、
要
求
・
交
渉
を
重
ね
、

秋
の
自
治
体
確
定
闘
争
で
の
成

果
に
つ
な
げ
る
。
組
合
員
と
の

信
頼
関
係
を
強
め
る
闘
い
を
展

開
し
、
単
組
ご
と
に
一
歩
前
へ

踏
み
だ
す
運
動
を
春
闘
か
ら
は

じ
め
よ
う
。

引
き
続
き
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
重
要
性
を
さ
ら
に
社
会
に
発

信
す
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

も
っ
と
投
資
を
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
す
る
。

今こそ賃上げのとき
一歩前へ歩みだす運動を
春闘からはじめよう

伊藤功書記長

2日間の討論では、能登半島地震の復興支援、賃金引き上げ
と生活改善を実現する2024春闘の進め方、人事院の進める「給
与制度の整備」、会計年度任用職員の処遇改善、政治の課題
などで33県本部38人の中央委員から発言があった。

質
疑
・
討
論

方
針
討
論
の
冒
頭
、
能
登
半

島
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
石

川
県
本
部
・
宮
鍋
中
央
委
員

（
県
本
部
委
員
長
）
が
発
言
。

「
全
国
か
ら
の
お
見
舞
い
・
激

励
に
感
謝
。
自
ら
被
災
し
な
が

ら
被
災
住
民
の
支
援
に
従
事
す

る
組
合
員
に
対
し
て
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、
会
場

全
体
の
拍
手
で
こ
れ
を
受
け
止

め
た
。

■
第
1
号
議
案

賃
上
げ
要
求
と
交
渉
、
人
事

院
の
民
間
調
査
に
お
け
る
比
較

企
業
規
模
問
題
、
給
与
制
度
の

整
備
・
地
域
手
当
の
見
直
し
な

ど
で
意
見
が
相
次
い
だ
。

「『
人
勧
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
』
の

要
求
に
取
り
組
み
、
成
果
を
獲

得
し
た
」（
北
海
道
）、「
県
人
事

委
員
会
交
渉
の
強
化
を
」（
新

潟
）、「
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
春
闘
で
賃
上
げ
が
必
要
」（
富

山
）、「
市
町
村
職
の
賃
金
を
県

準
拠
と
し
水
準
を
引
き
上
げ
」

（
山
口
）、「
人
勧
に
依
存
せ
ず
単

組
交
渉
の
強
化
を
」（
大
分
）な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
全
職
員
の
賃
金
引

き
上
げ
勧
告
を
」（
神
奈
川
）、

「
比
較
企
業
規
模
50
人
以
上
を

1
0
0
人
以
上
に
戻
す
よ
う
求

め
る
」（
新
潟
・
香
川
・
佐
賀
・

大
分
）、「
地
域
手
当
の
廃
止

を
」（
山
形
・
鹿
児
島
）、「
地
域
手

当
に
対
す
る
特
別
交
付
税
の
減

額
措
置
撤
廃
が
必
要
」（
京

都
）、「『
給
与
制
度
の
整
備
』
へ

の
対
応
強
化
と
情
報
提
供
を
」

（
新
潟
・
富
山
・
長
崎
）な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

「
連
合
の
春
闘
方
針
の
『
デ

フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら
の
脱
却
』

と
い
う
言
葉
に
違
和
感
。
労
務

費
の
価
格
転
嫁
は
重
要
」（
沖

縄
）と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

■
第
2
号
議
案

会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金

改
定
の
4
月
遡
及
、
勤
勉
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
多
く
の
発
言

が
あ
っ
た
。「
全
単
組
で
遡
及
改

定
を
獲
得
」（
島
根
）
と
の
報
告

の
一
方
、
全
単
組
で
の
遡
及
に

至
っ
て
い
な
い
等
の
現
状
報
告

と
交
渉
継
続
の
決
意
、
本
部
の

対
策
強
化
の
要
望
等（
青
森
・
茨

城
・
東
京
・
広
島
・
長
崎
・
鹿

児
島
）
が
示
さ
れ
た
。

高
齢
層
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、「
定

年
延
長
後
の
賃
金
7
割

水
準
は
問
題
だ
」（
福

島
・
長
崎
・
鹿
児
島
）、

「
再
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
が
必
要
」（
東
京
）
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

人
員
確
保
に
つ
い
て
、

「
震
災
対
応
に
は
人
員
増

が
不
可
欠
」（
山
形
・
福

島
・
富
山
）、「
好
事
例
の
共
有

を
」（
佐
賀
）
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。

政
策
制
度
、
分
権
・
自
治
の

課
題
に
関
わ
っ
て
、「
辺
野
古

新
基
地
建
設
の
代
執
行
は
地
方

自
治
の
否
定
だ
」「
国
の
介
入

を
強
め
る
自
治
法
改
正
に
反
対

す
る
大
衆
行
動
の
提
起
を
」（
北

海
道
・
大
分
・
宮
崎
・
沖
縄
）と
の

発
言
が
あ
っ
た
。「
委
託
事
業
者

の
賃
金
を
保
障
す
る
公
契
約
条

例
制
定
の
取
り
組
み
を
」（
福

岡
）
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

地
域
医
療
の
課
題
に
つ
い
て

山
形
と
宮
城
か
ら
対
策
強
化
を

求
め
る
発
言
が
あ
っ
た
。

新
採
加
入
の
推
進
（
北
海

道
・
静
岡
）、組
織
強
化
の
た
め

の
対
面
交
流
の
必
要
性
（
山

形
）、団
体
生
命
共
済
の
推
進
に

よ
る
組
織
強
化
（
福
島
）
に
つ

い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

平
和
・
人
権
、
政
治
の
課
題

に
関
連
し
、
脱
原
発
と
核
廃
棄

物
処
分
場
建
設
問
題
（
山
口
・

長
崎
・
宮
崎
）、
自
衛
隊
の
戦

力
強
化
に
反
対
（
香
川
）
の
発

言
が
出
さ
れ
た
。

政
治
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

県
本
部
が
自
治
労
推
薦
候
補
・

岸
ま
き
こ
の
周
知
を
図
る
決
意

を
表
明
。
ま
た
、
野
党
共
闘
へ

の
連
合
の
ス
タ
ン
ス
に
対
し
、

自
治
労
の
意
見
反
映
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
。

当
面
の
闘
争
方
針（
案
）

能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
の

た
め
本
部
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
富
山
県
氷
見
市
へ
の
県
内

単
組
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
開
始
し
た
。
具
体
的
な
体

制
が
整
い
次
第
、
各
県
本
部
へ

災
害
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
を
要
請
す
る
。
ま
ず
は
、
自

治
労
の
災
害
特
別
カ
ン
パ
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
実

情
に
応
じ
た
制
度
運
用
と
な
る

よ
う
総
務
省
に
対
し
意
見
反
映

を
行
う
と
と
も
に
、
国
基
準
を

上
回
る
手
当
支
給
に
よ
る
特
別

交
付
税
の
減
額
措
置
の
撤
廃
を

求
め
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
の

た
め
、
学
習
会
の
開
催
や
啓
発

用
ポ
テ
ッ
カ
ー
の
活
用
を
通
し

て
、
運
動
の
浸
透
を
図
る
。
3

月
6
日
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
県
本
部
代
表
者
会
議
」
を

開
催
し
、
議
論
を
深
め
運
動
推

進
の
意
思
統
一
を
図
る
。

2
0
2
4
現
業
・
公
企
統
一

闘
争
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応

を
行
う
た
め
の
人
員
確
保
を
中

心
に
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
の
解
決

に
向
け
取
り
組
む
。
委
託
化
・

民
営
化
に
課
題
が
あ
る
場
合
に

は
、「
再
公
営
化
」
を
視
野
に

入
れ
た
交
渉
を
行
う
。

第
2
1
3
回
通
常
国
会
で
審

議
が
見
込
ま
れ
る
地
方
自
治
と

地
方
財
政
に
関
す
る
重
要
関
連

法
案
に
つ
い
て
は
、
自
治
労
協

力
国
会
議
員
等
と
連
携
し
国
会

対
策
に
取
り
組
む
。

普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移
設

を
め
ぐ
る
代
執
行
な
ど
地
方
分

権
に
逆
行
す
る
姿
勢
に
対
し
、

警
戒
心
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

ま
た
、
核
の
ご
み
や
使
用
済
み

核
燃
料
、
汚
染
水
の
海
洋
放
出

に
対
し
て
は
、
関
係
団
体
と
連

携
し
反
対
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。10

月
の
島
根
自
治
研
集
会
に

む
け
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
周
知
し
、
各
地
連

の
自
治
研
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
む
。

次
期
衆
議
院
議
員
選
挙
に
対

し
て
は
、「
中
道
・
リ
ベ
ラ

ル
」
勢
力
の
総
結
集
に
基
づ
く

政
権
交
代
へ
向
け
、
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、
組
合

員
へ
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

の
周
知
・
浸
透
を
は
か
る
。

新
規
採
用
者
1
0
0
％
組
合

加
入
を
目
標
に
、
単
組
実
情
に

あ
わ
せ
た
新
採
対
策
と
県
本
部

の
支
援
を
強
化
す
る
。

木村ひとみ副委員長

「岸まきこ」の周知・浸透
新規採用者100％加入の
取り組みを推進

第
3
号
議
案

規
程
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
案
）

自
治
労
本
部
内
の
業
務
分
担

の
一
部
変
更
、
役
職
員
賃
金
支

給
日
の
変
更
、
専
従
役
職
員
の

福
利
厚
生
制
度
の
一
部
変
更
、

評
議
会
の
運
営
に
関
す
る
変
更

等
の
た
め
、
以
下
の
規
程
・
規

則
を
一
部
改
正
す
る
。

①
中
央
本
部
運
営
規
程

②
役
職
員
賃
金
規
程

③
交
付
金
規
程

④
評
議
会
運
営
規
程

⑤
自
治
労
専
従
役
職
員
互
助
年

金
共
済
会
規
則

榎本朋子書記次長
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1954

労使合意に基づく賃金労働条件の決定と
全ての組合員の賃金水準底上げめざす

岸
ま
き
こ
の
活
躍
描
く

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
上
映 本

部
答
弁

能
登
半
島
地
震
に
対
し
て
は

長
期
的
支
援
が
必
要
。
本
部
と

し
て
引
き
続
き
政
府
・
関
係
省

庁
に
要
請
を
し
て
い
く
。

被
災
自
治
体
職
員
の
労
働
条

件
改
悪
が
な
い
よ
う
、
地
方
財

政
措
置
の
確
保
の
要
請
な
ど
、

省
庁
・
国
会
対
策
を
行
う
。

■
第
1
号
議
案

労
使
合
意
に
基
づ
く
賃
金
労

働
条
件
の
決
定
と
全
て
の
単
組

で
の
職
場
改
善
の
た
め
、
1
単

組
1
要
求
に
取
り
組
む
。
確
定

闘
争
で
も
「
人
勧
プ
ラ
ス
・
ワ

ン
」
の
交
渉
が
優
位
に
進
む
よ

う
、
本
部
・
県
本
部
が
単
組
の

交
渉
を
支
援
す
る
。

給
与
制
度
の
整
備
、
地
域
手

当
の
見
直
し
に
対
し
て
、
組
合

員
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
吸
収

し
な
が
ら
、
改
善
に
む
か
う
よ

う
、
総
務
省
、
人
事
院
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
て
取
り
組
む
。

人
事
院
に
対
し
て
は
、
公
務

員
連
絡
会
に
結
集
し
、
積
極
的

に
意
見
反
映
を
行
っ
て
い
く
。

総
務
省
に
対
し
て
は
、
地
方
の

自
主
性
・
独
自
性
の
確
保
と
特

別
交
付
税
の
減
額
措
置
撤
廃
を

求
め
て
い
く
。
引
き
続
き
意
見

反
映
を
進
め
、
随
時
、
情
報
の

全
体
化
を
行
う
。
比
較
企
業
規

模
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
求
め

て
い
き
た
い
。

組
合
員
の
生
活
向
上
の
た
め

の
再
任
用
職
員
・
高
齢
職
員
の

賃
金
水
準
引
き
上
げ
を

は
じ
め
、
全
体
の
底
上

げ
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

連
合
の
春
闘
方
針
に

対
し
て
は
、
自
治
労
の

考
え
方
も
整
理
し
な
が

ら
対
応
す
る
。

■
第
2
号
議
案

県
本
部
の
具
体
的
な

方
針
と
単
組
へ
の
支
援

に
よ
り
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
の

成
果
が
出
て
い
る
。
組

織
化
が
進
ん
で
い
る
職

場
・
単
組
で
成
果
が
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
。
長
期
雇
用
さ

れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
正
規
化
に
向
け
て
、
引
き
続

き
取
り
組
む
。

新
採
の
組
合
加
入
に
対
し
て

は
、
県
本
部
・
単
組
が
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
発
言
の
あ
っ
た
北
海

道
本
部
の
大
学
生
と
の
共
同
の

取
り
組
み
、
静
岡
県
本
部
の
若

年
層
の
仲
間
づ
く
り
や
自
己
成

長
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
組
合
活

動
な
ど
、
好
事
例
の
積
極
的
共

有
を
行
い
、
情
報
・
資
料
の
提

供
な
ど
今
後
の
展
開
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

地
域
医
療
再
編
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
支
援
を
行
う
。
医

療
従
事
者
の
賃
上
げ
と
人
員
確

保
に
つ
い
て
、
全
国
の
情
報
を

収
集
・
発
信
し
、
組
織
内
国
会

議
員
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
め
ぐ

る
代
執
行
は
、
地
方
自
治
の
根

幹
を
揺
る
が
す
由
々
し
き
事
態
。

危
機
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

地
制
調
第
33
次
答
申
を
受
け

た
、
感
染
症
や
災
害
に
お
い
て

国
の
介
入
の
特
例
を
認
め
る
地

方
自
治
法
の
改
正
に
は
、
岸
ま

き
こ
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
協

力
国
会
議
員
と
と
も
に
、
阻
止

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

公
契
約
条
例
に
よ
る
委
託
事

業
者
の
賃
金
保
障
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
む
け
た
取

り
組
み
を
す
す
め
る
。

全
て
の
原
発
の
廃
炉
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

め
ざ
し
、
関
係
団
体
と
協
力
し

核
廃
棄
物
問
題
に
取
り
組
む
。

軍
事
力
強
化
に
反
対
し
、
国
の

動
向
の
情
報
収
集
と
共
有
を
行

う
。地

方
で
の
選
挙
を
め
ぐ
る
国

民
民
主
党
、
民
間
産
別
と
の
選

挙
協
力
・
調
整
に
、
県
本
部
で

は
苦
慮
し
て
い
る
と
認
識
す

る
。
中
道
・
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
の

結
集
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
選
挙
協
力
・
調
整
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
本
部
は
連
合
や
野
党

各
党
に
働
き
か
け
る
。

岸
ま
き
こ
は
現
職
国
会
議
員

の
た
め
、
組
合
員
と
会
う
機
会

が
限
ら
れ
る
。
政
治
学
習
会
な

ど
を
増
や
し
、
組
合
員
に
岸
ま

き
こ
を
周
知
・
浸
透
す
る
機
会

を
増
や
し
て
欲
し
い
。

自治組織内参議院議員の岸まきこの軌跡
と国会での活躍を描いたYouTube動画
を、中央委員会会場で上映した。
多くの組合員に見て欲しい。右QRコー
ドからどうぞご覧ください。

能
登
半
島
地
震
の

救
援
カ
ン
パ
を
実
施

9
万
6
5
3
9
円
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

都立第五福竜丸展示館の第五福竜
丸（実物）と、東京ミッドタウン日
比谷の1954年の“初代ゴジラ”像 自

治
労
結
成
70
周
年

伊藤書記長

木村副委員長

自治労とゴジラは同い年

『原点は平和』これからも
2024年、自治労は結成70周年
を迎えた。
戦争の重圧を受け禁止されて
いた労働運動は、1945年敗戦の
後、民主主義の広まりの中で再
起した。しかし、その後の民主
主義の後退と地方財政の危機の

中で、分裂していた自治体の労
働戦線が統一され、1954年1月
松江市の統一大会で「全日本自
治団体労働組合（自治労）」が
結成された。戦後の独立・復興
と労働運動をはじめとした民主
主義運動の盛り上がりの中で自
治労は生まれた。
同年の1954年（主な出来事は
下記年表参照）は、第五福竜丸事
件および「ゴジラ」生誕の年でも
ある。アメリカのビキニ環礁水
爆実験により、マグロ漁船の乗
組員が被ばくした第五福竜丸事
件。そして、この事件を背景に、
水爆実験による放射能で蘇った
とされる古代怪獣がゴジラだ。
「ゴジラ」は、日本を焦土に変
える国民的な恐怖の象徴である
一方で、原水爆や戦争のない平
和への願いが込められた作品で
もある。
ゴジラも自治労も平和を祈る
気持ちは同じだ。

自治労統一大会
（1954年1月29日‐30日・島根県松江市）

1954年の主な出来事
◆自衛隊が発足
◆第五福竜丸、ビキニ環礁の
米・核実験で被爆
◆アルジェリア独立戦争始まる
◆マリリン・モンロー、初来日
◆力道山の空手チョップが炸裂
など

・・・・2024年2月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2361号（３）



栃
木
県
本
部
鹿
沼
市
職
労
出
身
。
県
本
部
書
記
長
等
を
経
て

2
0
2
3
年
9
月
よ
り
自
治
労
本
部
強
化
拡
大
局
長
。

郷

孝
幸
（
ご
う

た
か
ゆ
き
）

自信を持って楽しく明るい加入対策の展開で

めざそう新規採用者の組合加入100％
春の訪れとともに待ちに待った新規採用者がやってきます。同時に、100％加入
にむけて新規採用者の組合加入対策を考える季節となりました。
取り組みのポイントを、郷孝幸強化拡大局長に聞きました。

シンプルに「組合とは」を伝える

まずは、労働組合を知らない新
規採用者が「労働組合とはこうい
うもの」「自治労に入るといいこ
とがある」とわかるシンプルな説
明が必要です。自治労に加入する
ことが、仕事に役立つ、仲間づく
りにつながることを伝えます。じ
ちろう共済の活用も、組合加入の
メリットとして明確です。
また、「労働組合は職場の消防
署のようなもの」などのパワー
ワードで、困ったときに助けてく
れる心強い存在であると印象付け
ることも意識してください。

新採説明会は自治労を紹介する
場ではなく、組合に加入してもら
う場です。「良かったら入ってく
ださい」などの表現は、組合加入
への意思を低下させます。自信を
持って加入を推進してください。

新採者を歓迎する気持ちが大切

若年層世代の考え方の変化に加
え、組合執行部が人間関係に一歩
踏み込む力が弱くなっていると感

じています。一方で、希望に胸を
膨らませて就職した新規採用者
は、同じ職場の先輩から名前を呼
ばれたり、声を掛けられたりする
ことは、うれしいと思います。積
極的に声をかけてみてください。
新採の組合加入がうまくいって
いない単組は、執行部で原因を検
証し、体系立てて、計画的に準備を
することが必要です。近隣単組と
協力をすることで、現状打破につ
ながった例もあります。
自分たちで「新規採用者加入企
画」の立案・実行を楽しみ、新し
い組合員を歓迎する気持ちを大切
に取り組むことも重要です。

新採加入説明会を成功させる
コツを動画で伝授します
新採加入説明会の「良い例」「悪い例」
の動画を自治労公式
YouTubeで公開中で
す。右記QRコードより
ご覧ください。

労
安
は
労
働
組
合
活
動
の
基
本

労
働
安
全
衛
生
活
動
は
労
働

組
合
に
と
っ
て
、
賃
金
・
労
働

条
件
と
並
ぶ
基
本
的
で
重
要
な

取
り
組
み
で
す
。

労
使
で
構
成
す
る
安
全
衛
生

委
員
会
は
法
律
で
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
、
月
1
回
の
開
催
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

自
治
体
や
、
月
1
回
以
上
の
開

催
が
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
実

態
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
毎
月
委
員
会
を
開
く
だ
け

の
議
題
が
な
い
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
毎
月
の

超
勤
時
間
や
年
休
取
得
の
実
態

を
当
局
か
ら
示
さ
せ
、
解
決
策

を
協
議
す
る
、
定
期
健
康
診
断

の
受
診
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
、
衛
生
管
理
者
や
産
業
医
の

職
場
巡
視
結
果
の
報
告
な
ど

も
、
十
分
に
議
題
に
な
り
ま

す
。
労
働
組
合

が
、
安
全
衛
生

委
員
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

『
カ
ス
ハ
ラ
』な
ど
対
策
強
め
る

地
方
公
務
員
の
メ
ン
タ
ル
疾

患
に
よ
る
1
カ
月
以
上
の
病
休

者
は
、
職
員
10
万
人
当
た
り
3

2
5
4
・
6
人
で
、
10
年
前
の

約
2
倍
と
な
っ
て
お
り
、
深
刻

な
状
態
で
す
。
職
場
の
人
員
不

足
に
よ
る
多
忙
化
、
こ

れ
ら
を
背
景
と
し
た
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

増
加
な
ど
が
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

社
会
的
問
題
に
な
っ

て
い
る
カ
ス
ハ
ラ
に
つ

い
て
は
、
春
闘
期
の
課

題
に
位
置
づ
け
、
単
組

は
実
態
調
査
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

「
職
場
の
仲
間
を
い
た
わ

り
、
寄
り
添
う
」
こ
と
も
労
働

安
全
衛
生
活
動
の
ひ
と
つ
で

す
。
1
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
済

む
よ
う
に
、
疲
れ
て
い
そ
う
な

人
に
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
、
働
き
や
す
い
職
場
に
な
り

ま
す
。
多
く
の
仲
間
が
参
加
す

る
労
働
安
全
衛
生
活
動
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

職
場
の
仲
間
を
い
た
わ
り
寄
り
添
う

労
働
安
全
衛
生
活
動
を
進
め
よ
う

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
増
加
な
ど
で
重
要
性
が
増
し

て
い
る
労
働
安
全
衛
生
の
取
り
組
み
。
担
当
の
上
野
友
里
子

法
対
労
安
局
長
に
、
取
り
組
み
の
進
め
方
を
聞
い
た
。

トップ会談で発言する芳野会長（写真提供：朝日新聞）

上野友里子（うえのゆりこ）
徳島国保労組出身。2023年、自治労本部
法対労安局長に就任。手に持つ冊子は
左から「パワハラ対策マニュアル」「職
場点検活動の手引き」「カスハラ対策マ
ニュアル」。右手には自治労の労安活動
のキャラクター「危険カモ」。両マニュ

アルは左QRコードからダ
ウンロードできる。「手引
き」は本部総合労働局まで
（TEL03‐3263‐0287）

2024春闘／連合・日本経団連トップ会談

労務費含めた価格転嫁を
2月1日、連合・芳野友子会長と日本経
団連・十倉雅和会長が会談し、賃上げの勢
いを維持し、労務費を含めた価格転嫁の実
現に向けて取り組むことで一致した。
2024春闘の労使交渉が本格的にスタート
する。連合の大手民間組合は2月中旬頃か
ら要求書を提出し、3月11日の週の回答ヤ
マ場に向けて取り組む。自治労も連合の提
起する諸行動に積極的に参加し、春闘の機
運を各地から盛り上げよう。

2月7～8日に開いた2024年度労働
安全衛生講座で、単組の労安活動の
成果や課題についてグループ討論す
る参加者。2日目はカスハラ対策、
公務災害の法制度について学習し
た。

北
海
道
生
ま
れ
の
筆
者
は
、
土
と
の
交
わ

り
を
生
業
と
し
て
い
る
せ
い
か
、
作
品
の
描

写
が
、
実
に
「
土
臭
い
」。ま
た
現
場
の
経
験

か
ら
培
っ
た
表
現
は
、
ど
の
言
葉
も
生
々
し

く
て
、
観
る
も
の
の
心
を
グ
リ
ッ
プ
す
る
。

文
書
を
読
む
と
、
自
然
・
生
き
物
、
そ
れ
ら

す
べ
て
の
情
景
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か
ぶ
。

入
念
な
、
調
査
・
研
究
と
、
徹
底
し
た
現
場

主
義
。
こ
の
ど
れ
も
蔑
ろ
に
し
な
い
か
ら
こ

そ
、「
土
臭
い
」
と
表
現
で
き
る
筆
者
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
筆
者
に
は
、
確
固
た
る
ひ
と
つ

の
ル
ー
ル
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
ザ
・

弱
肉
強
食
だ
。
生
き
物
同
士
の
殺
し
合
い
に

よ
り
、
命
を
奪
わ
れ
る
も
の
は
死
ん
で
い

く
。
ま
た
違
う
角
度
で
は
、
時
代
の
波
に
乗

れ
な
い
商
人
は
、
事
業
を
失
敗
さ
せ
、
死
ん

で
い
く
。
そ
し
て
相
手
に
心
を
開
け
な
い
も

の
も
、
死
ん
で
い
く
。
筆
者
の
小
説
は
、
基

本
的
に
、
肉
体
な
の
か
、
精
神
な
の
か
は
別

と
し
て
、
登
場
人
物
は
弱
肉
強
食
の
な
か
、

そ
の
多
く
が
ジ
・
エ
ン
ド
と
な
る
。
今
回

も
、
そ
う
予
想
し
て
読
み
進
め
た

し
、
そ
う
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
最
後
に
誰
が
生
き
残
る

か
。
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。「
熊
」
に

限
ら
ず
、
北
海
道
の
魅
力
を
知
り
得

る
作
品
だ
。

（
佐
藤
環
樹

北
海
道
本
部
）

ザ
・
弱
肉
強
食
。
直
木
賞
受
賞
の
傑
作

河
﨑

秋
子

新潮社
1，925円

自治労通信3月号に
インタビュー詳細掲載

組
合
に
入
っ
て

何
か
良
い
こ
と

あ
る
ん
す
か
？

・・・・2024年2月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2361号（４）
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